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群馬県和算研究会 令和６年４月の問題-No.２の解答 

 

 

解答 

大円の半径をｒ１、小円の半径をｒ２とする。 

中円の直径は、小円の直径の 2倍なので、図では、小円の位置を追加で描いた小円で表

して、中円の表記を省略する。 

図に示す直角三角形ＡＢＣについて、各辺の長さの関係を整理して、ｒ１をｒ２で表す。 
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また、 
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となるので、小円の直径が 3寸のとき、大円の直径は１2寸である。 
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